
2003年4月の日曜日、大阪市立中学校の日本語教室を借りて日本
語の勉強を始めました。
当時中学校「帰国した子どもの教育センター校」担当教員だった
私は、中学生の折日本語教室に通っていた生徒が高校の入学式の
報告に来てくれて喜んでいました。しかし彼は暗い顔をして「教科
の言葉がわからないです。なんとかもう少し教えてください。」と
いうではありませんか。教室で説明されている教科用語がまるで
わからない不安感から座っていられないことを切々と訴えます。

平日の夜来てもよいかと必死にいう彼に、いやいや平日は朝から
夕方まで2交替3交替でいくつもの学校から日本語学習に生徒が
通って来て休みなく教えているのでとても無理だと返事しながら
考えあぐねた末に出した結論は、日曜日の午前中に中級レベルの
日本語学習や社会や理科の言葉を学習しようということでした。
このことを耳にした中国ルーツで日本語学習中の中学生や知り合
いの未就学の子が参加して真剣な学習会を学校の学習とは別にボランティアで始めました。

これが17年前のボランティア活動の始まりであり後のサタディクラスのきっかけとなりました。その後坪内個
人、(特活)多民族共生人権教育センター、(特活）多文化共生センター大阪(2018年活動終了)の三者が協働し
て多文化な子どもの居場所作り等の支援に取り組み、2004年9月に「多民族・多文化子ども会(仮称）」の発足
準備会、翌2005年5月に「在住外国人生徒・学生を対象とした学習支援教室の立ち上げ」事業計画を経て中学
校日本語教室を借りて、居場所と学習支援を目指すサタディクラス(2018年以降サタデークラスと名称変更)
を始めました。

サタデークラスとはサタデークラスとは サタディクラス設立ストーリーサタディクラス設立ストーリー
2018年以降、サタデークラスに名称変更

サタデークラスの活動サタデークラスの活動

みんなの声みんなの声

子どもたちが持ってくる学校の宿題や教材を使って一緒に勉強をします。
日本語の勉強、学校の勉強、進路情報の提供、受験勉強など、子どもに合
わせて多様な支援をしています。

多様な言語・文化を持つ人々が、�
共に生き生きとくらせる社会をつくる

Vision

子どもたちの居場所づくりと学習支援

サタディクラスで学習した若者の声

教室の飾り付けやケーキのデコレーション、ビンゴ大会やプレゼント交換
を行う「クリスマス会」、子どもたちの進学を祝う「お祝い会」など、子ども
もボランティアもみんなで楽しめるイベントを開催しています。

イベント開催

小中学生への日本語の教え方講座、外国にルーツを持つ子どもたちに関
する基礎的な知識の勉強をします。今後は教科の教え方や「日本語指導
が必要な子どもの教育センター校」の取り組みを知る勉強会なども実施
する予定です。

日本語ボランティアのスキルアップ講座

サタデークラスの前身の教室で学び、二胡奏者として活躍する張鶴さん
の演奏会、外国にルーツを持つ若者たちのライフストーリーを聞くトーク
セッション、参加者と共に多文化について考えるフォーラムを2017年に実
施しました。

多文化フォーラム

サタディクラス設立者
坪内 好子

中学校三年生からこの日本語教室入って、いろいろ教えてもらいました。言語の勉強だけじゃなくて、日本の伝
統とかも学ぶことができてとても楽しかったです。先生たちが優しく教えてくれて本当に感謝しています。この
教室のおかけで日本語の実力もかなり上がったと思ってます！本当にいろいろありがとうございました。今高校
入ってあんまり行く時間がないけど、この教室で出会えた先生たちとの思い出は絶対忘れないです！

中国ルーツの生徒（高校2年生）

サタデークラスの存在は、自分の夢を延長にしてくれた場所です。�１つの理由があります。受験勉強を一対一で
優しく教えてくれる場所です。�一番自分が感じた事があります。なんでも先生達は全力でわかりやすく教えてく
れる場所であって、自分が勉強を受けててすごく感じました。

フィリピンルーツの元生徒（社会人）

保護者の声

息子がサタデークラスに通って約1年3か月になりました。最初、日本語を全然話せない時から今まで話せるよう
になって、その進歩がはっきり見えます。日本語以外の勉強も、たくさんの先生たちが教えてくれてとても助かり
ました。クリスマスの時期になると、先生たちが各国の子どもたちのためにクリスマスパーティを開いたり、ケー
キを作ったり、プレゼントを配ったり、楽器演奏を披露したりして本当に感動してこころから感謝いたします。
今年息子が中一になりますが、つづけて通いたいと思います。

中学1年生の生徒の母親

ボランティア・コーディネーターの声

私が初めて教えた中国ルーツの内気な女の子。心の内を見せてくれませんでした。
でも高校に合格、笑顔満開で私に有難うと言ってくれたその日はこの子はきっと日本に根
を張り生きていくだろう、私も息長くこのボランティアを続けよう、そう思えた日でもあり
ました。

ボランティア Rさん（女性）

母語ではない言語での学習は、子どもにとって相当なストレスになっていると感じます。
日常生活もしかりですが、母国では「できる」ことが日本では「できない」ことになります。
日本での「できる」を1つでも増やすお手伝いをしたいと考え、活動に参加しています。

ボランティア Mさん（男性）

「高校に合格しました！」本人とサタデークラスのみんなの努力と苦労が報われる瞬間で
す。でも高校入学が私たちのゴールではなく、いつでも戻ってこられる場所としても、子ど
もたちを支援していく場所としても、活動を続けていきたいと思っています。

コーディネーター 日本語教師 斎藤さん

外国にルーツを持つ多文化な子どもの
居場所と日本語・教科を学習する場をつくる

Mission

サタデークラスは外国にルーツを持つ子どもたちの居場所づくりと
学習支援を行うボランティアによる教室です。

毎週土曜日、大阪市中崎町のECC国際外語専門学校で開催しています。

参考：
1980年代後半より大阪市内の公立小・中学校各4校に「帰国した子どもの教育センター校 
日本語・適応指導教室」 (現在の名称は「日本語指導が必要な子どもの教育センター校」）が
設置され専任の教員が配置されている。 
サタディクラスはこのうちの1校の教室を借りて実施された。



毎週土曜開催の教室で、子ども達の宿題や日本語学習のサポートをしませんか？
※月1回など、来られる日だけでも大丈夫です。

例えば、デザイン・ウェブ・外国語などあなたの持つスキルをサタデークラスに
貸してください。

お問い合わせ・申し込み：contact.saturdayclass@gmail.com

ボランティア・プロボノで支える

ボランティア

プロボノ

言葉も文化も違う国で暮らす子どもたちのために、
安心して過ごせる居場所と学習支援の場をつくる。

運営：NPO法人おおさかこども多文化センター

サタデークラスを支えるサタデークラスを支える

サタデークラスの活動サタデークラスの活動

外国にルーツを持つ子どもたちのための居場所・学習支援教室「サタデークラス」は、
皆さまの協力のもと支えられています。どうか温かいご支援をお願いいたします。

運営：NPO法人おおさかこども多文化センター
〒550-0005 大阪市西区西本町1-7-7 CE西本町ビル8階 制作：2020年5月

毎週土曜日／every Saturday 14:00〜16:00日時

場所 ECC国際外語専門学校
大阪市北区中崎2-1-6／ECC Kokusai College of Foreign Languages
地下鉄谷町線中崎町駅4号出口より歩いて1分
JR大阪駅御堂筋口徒歩10分

連絡先 TEL：080-3730-9478
E-Mail：contact.saturdayclass@gmail.com

外国にルーツを持つ子どもたちのために

想像してみてください。
言葉も文化も違う国で暮らす子どもたちのことを。
外国にルーツを持つ子どもたちのことをご存知ですか？
外国人労働者や留学生と違い、外国ルーツの子どもたちの多くは、自分で日本に来ることを選んだのではな
く、親の都合で日本に来ています。言葉も文化も違う国に来て、毎日全く分からない言葉で授業を受け、友達
と過ごすということがどんな状況か想像してみてください。
たとえ日本での生活に慣れ、日常会話ができるようになっても、日本語で勉強するということは簡単ではあり
ません。地理や歴史、古典など、日本で新しく学ばなければならないこともあります。学習の遅れは、高校進学
やその後の進路に大きく影響します。 

日本語指導が必要な子どもの数は大阪市だけで818人。
5年間で2.5倍に増えています。
日本語指導が必要な子どもの数は大阪市だけでも818人

（小学生572人/中学生246人）。5年前に比べて約2.5倍増加
しています。

さらに、令和元年度の入管法改定により外国人の受け入れが
進んで行く中で、外国ルーツの子どももますます増えていく
と予想されます。

事業代表者メッセージ
Message

外国にルーツをもつ子ども、言語や文化の違いから不条理で辛い思いを
している家族が増加しています。
子どもたちが「日本に来て良かった」と思えるようにしたい。そんな思い
で、7年前にサタディクラスに参加しました。

サタデークラスで多くの子どもたちに出会いました。日常会話に問題の
ない子どもたちでさえ、文化の違いや学習面で見えない辛さを抱えてい
ます。

私が事業代表になり3年。もっとできることがあったのではないか。
今以上に子どもたちのために何ができるのかを考えていますが、なかなか
新しいことができていないと思います。
外国にルーツを持つ子どもについて考え、参加していただける方を増や
していくことで、よりよい社会につながればと思います。
皆様、共に多文化な社会を目指しましょう。
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日本語指導が必要な児童生徒数（大阪市教育委員会）

サタデークラス 事業代表
児島 良謙

寄附で支える

郵便局からの送金

銀行からの送金

口座番号　：振替：00900-7-84513
加入者名　：サタデークラス

金融機関名：ゆうちょ銀行
支店名　　：◯九九店(ゼロキュウキュウ店)貯金
口座番号　：当座 0084513
口座名義　：サタデークラス

子どもたちと
関わるボランティア

募集中！

多文化な子どもたちへの学習支援教室


	アートボード 7.pdf
	アートボード 6.pdf

